
  

 

令和５年度 学校評価報告書（実施結果） 

 視点 
４年間の目標 

（令和２年度策定） 
１年間の目標 

取組の内容 校内評価 学校関係者評価 

(３月１日実施) 

総合評価（３月29日実施） 

具体的な方策 評価の観点 達成状況 課題・改善方策等 成果と課題 改善方策等 

１ 
教育課程 
学習指導 

① 
･課題を発見し、
自ら主体的に
学ぶ意欲を養
い、思考力、判
断力、表現力を
育む。 

 
 
 
 
 
 
② 
･学校行事や生
徒会活動を充
実させ、生徒の
主体性の伸長
を図る。 

① 
・組織的な授業改善
を深化させ、ﾏﾈｼﾞﾒ
ﾝﾄ力を高めるととも
に、ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ的思
考やSDGｓの視点
を取り入れた授業
実践を行い、生徒
の論理的思考力・
課題解決力を高め
る。 

 
 
② 
・生徒主体の活動を
後押しし、学校行
事、委員会活動、
部活動の充実を図
る。 

① 
･ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ的思考を取り入れ
た授業の組み立てにより、も
のの見方・考え方を働かせ
る授業を行う。 
・ねらいを明確にした思考さ
せる事例をﾍﾞー ｽに組織的な
授業改善を行う。 

 
 
・各自の課題を発見させる機
会を増やす。 

 
② 
・生徒一人ひとりの役割を明
確にし、活躍の場を与えるこ
とを意識した活動を計画し実
行する。学校行事を生徒主
体で企画・運営していけるよ
うｻﾎﾟー ﾄする。 

① 
･生徒による授業評価で
各項目の評価が3・4
を合わせて90％以上
となったか。 
・ねらい、方法、評価を
明確にした思考させる
授業づくりを全教科・全
科目で行うことができ
たか。 
・ﾎﾟー ﾄﾌｫﾘｵ形式で各自
まとめることができた
か。 
② 
・生徒主体の生徒会本
部の活動、委員会活動
が行えたか。 
・学校行事への参加率、
生徒の満足度が90％
以上あったか。 

①  
・生徒による前期の授業評価では、
87.8%であり、目標の90％に達して
いない。 

 
・授業づくりのための研修を２回実
施し、成果を上げた。日々の授業
や研究授業に活かしている。 

 
・ﾎﾟー ﾄﾌｫﾘｵは、１学年はｽﾀﾃﾞｨｻﾌﾟﾘ
で、２学年はGoogle ｻｲﾄでまとめ
ている。 

 
② 
・生徒主体の生徒会活動、委員会
活動を行っている。 

 
・体育大会・文化祭への参加率、満
足度は90％以上である。 

 

① 
・生徒による授業評価の分析や
職員研修、研究授業の振り返り
の成果を教科を越えて共有す
る。 
・思考させる授業作りを全教科
で研究する。 

 
 
・引き続き、LHR等でまとめる機
会を設ける。 

 
 
② 
・引き続き生徒主体の活動をｻ
ﾎﾟー ﾄする。 

 
・年度後半の行事の参加率、満
足度が90％以上となるように
準備する。 

 
 

① 
・おおむね達成して
いるのではない
か。 

 
・できないことが分
かるようになること
への達成感が数字
に表れている。 

 
 
 
 
② 
・文化祭では生徒の
生き生きとした姿を
見とることができ
た。 

① 
・生徒による授業評価より、思考力に関する項目にお
いて90.2％の生徒が当てはまると回答した。 

 
・3学年対象の魅力特色づくりｱﾝｹｰﾄより、中学の時
と比べて、主体的な学習活動を通じて、思考力・判
断力・表現力を高めることができたと回答した生徒
が86.9％となり、昨年度より４％上昇した。 
（かなり当てはまる ＋ ほぼ当てはまる） 
・授業づくりのための研修を２回実施し、成果を上げ
た。日々の授業や研究授業に活かしている。 
・ﾎﾟー ﾄﾌｫﾘｵを、１学年はｽﾀﾃﾞｨｻﾌﾟﾘで、２学年は
Googleｻｲﾄでまとめられた。 
② 
・生徒会後半の行事である球技大会においては、昨
年以上に、生徒が主体となり準備から運営まで行う
ことが出来た。球技大会ではｱﾝｹｰﾄを取っておら
ず90％以上の参加率・満足度の根拠資料はない
が、大会を見ている限り目標は達成していると判断
できる。 

① 
・生徒の自覚として、思考する意識はあるが、ど
の方法を用いたかという自覚はないため、次年
度よりロゴを振り返りｼｰﾄなどに取り入れ、生徒
がどの技法で考えたか振り返る仕組みを作る。 
・生徒が見通しを持って思考をしていけるように
「授業の目標」「流れ」のﾏｸﾞﾈｯﾄを各教室に設置
し、見通しをもった授業を行う。 
・生徒が思考した内容を授業で共有する場面を
増やすため、職員のｱﾝｹｰﾄより収集したＩＣＴを
活用した実践例を共有し、実践に活かす。 

 
 
② 
・今後も生徒が主体となるよう運営をｻﾎﾟー トし、生
徒自身の成功体験が自信となり、より生徒中心
の大会となっていくようにする。球技大会をはじ
め各行事でｱﾝｹｰﾄをとることで参加率・満足度
の数値的根拠が表すことができるようにし、より
よい大会を模索する。 

２ 
生徒指導 

・ 
支援 

①  
･基本的生活習
慣や社会性を
身につけさせ、
他者を尊重す
る態度を養うと
ともに、きめ細
かな教育支援
に努める。 

 
 
 
 
 
 
 
② 
･部活動の活性
化を通して、責
任感や連帯感
の育成を図る。 

① 
・生徒の現状にあっ
たﾙｰﾙの見直しと
学校全体で統一さ
れたﾙｰﾙに基づく
頭髪、服装指導や
遅刻指導を徹底す
る。 

 
・地域に信頼され、
地域に貢献できる
生徒を育成する。 
・教育相談体制を整
備・拡充させる。 

 
 
②  
・部活動加入率を上
げ学校全体の活性
化を図る。 

 

① 
・各学年、各担任間で連絡を
密にし、統一した指導を行
う。 

 
・遅刻回数に応じて指導方法
を変え、徹底を図り、遅刻に
対する意識を高める。 

 
・積極的に登下校の指導を行
うことにより、生徒の交通安
全のみならず、地域の安全
安心を目指す。 
・SC、SSWによるｶｳﾝｾﾘﾝｸﾞと
支援の充実を図る。 

 
② 
・学校の部活動方針に基づき
活動する。 
・部活動ｵﾘｴﾝﾃｰｼｮﾝを充実さ
せ、さらに体験入部期間を設
けることで部員確保に繋げ
る。 

①  
・始業式や終業式など
全学年が一堂に会す
場で統一した指導がで
きたか。 
・遅刻の件数が例年と比
較し、減少したか。 

 
 
・事故の件数や、苦情の
件数が例年より減少し
たか。 

 
・支援が必要な生徒に
教育相談の機会が十分
に与えられたか。 
② 
・学校の部活動方針に
基づき活動できたか。 
・部活動の加入率が
40％以上あったか。 

 

① 
・ｵﾝﾗｲﾝを併用しながら対面での集
会を実施できた。集合状態や態度
は良好であった。問題点を共有
し、統一した指導を行った。 
・苦情の件数は減少傾向であるが、
自転車乗車マナーや問題行動へ
の厳しい指摘はある。遅刻は増加
傾向にある。 

 
 
 
 
・SC・SSWと連携し、ｶｳﾝｾﾘﾝｸﾞやｹ
ｰｽ会議、児童相談所との情報共
有を行った。 
② 
・学校の部活動方針に基づき活動
をしている。 
・４月の段階で部活動加入率は
38％である。 
・学校説明会に合わせ、中学生を
対象として部活動体験を実施し
た。 

 

① 
・指導の徹底を図り、継続した声
掛けを行う。 

 
 
・公共交通機関利用者の遅延等
が増えたことを遅刻増加の一
つの要因として捉え、粘り強い
指導を継続する。 

 
 
 
 
・困難を抱える生徒の把握に努
め、情報共有と積極的な支援
につなげる。 
② 
・学校の部活動方針に基づき活
動を継続する。 
・運動部への入部率が低い女
子の部活動加入を促すことが
活性化を図る鍵と捉えている。 

① 
・遅刻の問題は学校
だけではなく保護
者、家庭の問題で
もある。 

 
・地域から見て、生
徒の問題行動は見
受けられなくなっ
ている。 

 
 
 
 
 
 
② 
・今後も部活動の活
性化を図れるよう、
入部を促してほし
い。 

① 
・遅刻に関しては減少傾向とは言えず対策が必要と
考えられる。生徒指導案件に関しては、内容も軽微
なものが多く、総数も減少気味で生徒個々への規
範意識が確立されてきたものと考えられる。 
・SNS等の案件が多く、情報化社会、一人1台PCを
考えても今後の対策は考えなければならない。 
・ｺﾛﾅが収まり集会等を積極的に開き注意喚起などを
行った成果も見られたと考えられる。 
・かながわ子どもｻﾎﾟー ﾄﾄﾞｯｸﾞを活用し、SC・SSWと連
携しながら困難を抱える生徒の把握と情報共有に
努めた。本人の同意がなければ支援が難しいた
め、生徒との信頼関係を構築することが必要であ
る。 

 
 
② 
・部活動活性化については、現状維持かむしろ後退
しており、本校に限らず、多くの学校が部員不足に
頭を痛めている状況がある。次年度の活動を視野
に、今年度は多くの部活を活性化させるために中
学生の部活動体験などの催しを開催してきた。その
結果を見て今後の対策を計りたい。西浜高校で部
活をやりたいと思って入学してくる生徒を一人でも
多く確保できるかが課題である。 

 

① 
・遅刻に関しては粘り強い指導を徹底するととも
に、自転車通学の生徒のみならず公共交通機
関利用者も含めて時間を守る意識の徹底を引き
続き行っていく。 

 SNSに関しては講演会や日ごろからの注意喚
起を増やし、SNSがらみの指導を減らしていけ
るように継続して指導を続けていく。 

 生徒指導に関しては引き続き規範意識の徹底
を図り、安全安心な高校生活が送れるよう指導を
行っていく。 
・かながわ子どもｻﾎﾟー ﾄﾄﾞｯｸを効果的に活用する
ため、適切な時期にｱﾝｹｰﾄを行い、迅速な情報
共有・支援につなげる。 

 
 
② 
・引き続き、中学生に向けた広報活動を充実させ
る。本校で部活動をやりたいと思えるような環境
づくりを進める。 

３ 
進路指導 

・ 
支援 

〇 
･生徒のｷｬﾘｱ実
現をｻﾎﾟー ﾄでき
るようｷｬﾘｱ教育
実践ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑを
充実させる。 

 
 
 

① 
・進路実現に向けて
1・2年生での進路
探究を進めﾓﾁﾍﾞー
ｼｮﾝを高める。 

 
 
 
② 
・生徒や保護者に向
けた各種情報発信
を工夫する。 

 
③ 
･基礎学力をより高
めながら、上級学
校への意欲を高め
るｷｬﾘｱ支援を行
う。 

 

① 
・ｺﾝｿｰｼｱﾑと連携してｷｬﾘｱ教
育を実施し、36ヶ月ｷｬﾘｱ計
画に沿って進路活動を実施
する。 

 
 
 
②  
・Ｃｌａｓｓｒｏｏｍや動画配信を充
実させ、進路関連情報を生
徒や保護者に提供する。 

 
③ 
･ｽﾀﾃﾞｨｻﾌﾟﾘやｽﾀﾃﾞｨｻﾌﾟﾘｲﾝｸﾞ
ﾘｯｼｭ、実力ﾃｽﾄなどを活用
し、基礎学力を高める指導を
行う。 

① 
・ｲﾝﾀｰﾝｼｯﾌﾟや各種ｶﾞｲ
ﾀﾞﾝｽなどへの参加が
増え、３６ヶ月ｷｬﾘｱ計
画に沿って進路活動を
実施できたか。 

 
 
② 
・年間を通じて、その時
期に応じた進路情報を
生徒や保護者に適切
に提供できたか。 
③ 
･到達度ﾃｽﾄ等の結果を
分析し、学力向上に反
映することができた
か。 

① 
・地区ｲﾝﾀｰﾝｼｯﾌﾟの参加は前年比
６名減の3４名、看護体験は前年
比４名減の４名、高大連携大学見
学は今年度から再開し13名の参
加があった。 

 
 
② 
・classroomを利用して奨学金情報
や各種進路情報を提供している。 

 
 
③ 
・到達度ﾃｽﾄを年2回実施する。内
容について現在検討中である。 

① 
・classroomやｸﾗｽ掲示での周知
だけに留めず、興味のある生
徒へ個別の声かけをしてい
く。 

 
 
 
② 
・保護者に情報が直接届く方
法・媒体を準備する。 

 
 
③ 
・ｽﾀﾃﾞｨｻﾌﾟﾘやｽﾀﾃﾞｨｻﾌﾟﾘｲﾝｸﾞﾘｯ
ｼｭを活用し、日頃からの学習
習慣の徹底を促す。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
③ 
・ﾃｽﾄの必要性や大
切さを説明し、自分
を知ることの大切さ
を理解させた上で
受験させることが有
効だ。 

 

① 
・ｲﾝﾀｰﾝｼｯﾌﾟに３年生が中心として参加をしたが、職
業に対する視野を広めるというより、進路活動の経
験のために参加をした感がある。１・２年生の時期
から参加を促したい。高大連携大学見学はｺﾛﾅ禍
を経て３年ぶりの募集であったが、参加生徒があっ
た。前回は１校だったが、今回は２校に見学に行く
ことができた。 
② 
・定期的に情報配信をすることができた。紙媒体での
情報は効果的・効率的ではなかったため、ﾃﾞー ﾀで
の周知をしていきたい。 

 
③ 
・到達度ﾃｽﾄ等の事前事後指導をしたが、効果的で
あった。今後はより徹底していきたい。 

① 
・ｲﾝﾀｰﾝｼｯﾌﾟでは１年生の早い段階から周知を
し、参加する意義について伝えていく。参加をき
っかけに職業観の視野を広げさせる。高大連携
大学見学では、より多くの大学へも参加ができる
ように調整し、生徒へ周知も徹底する。 

 
 
② 
・学校案内や会社案内などの紙媒体を活用する
生徒は少ないため、classroomを活用し、ﾃﾞー ﾀで
管理していきたい。３年生をはじめ保護者向け
の説明会なども実施していく。 
③ 
・ＬＨＲや集会などを通して、ﾃｽﾄの意義をきちん
と伝える。ﾃｽﾄ後の取り組みの重要性を伝え、し
っかりと取り組ませる。 



 

 視点 
４年間の目標 

（令和２年度策定） 
１年間の目標 

取組の内容 校内評価 学校関係者評価 

(３月１日実施) 

総合評価（３月29日実施） 

具体的な方策 評価の観点 達成状況 課題・改善方策等 成果と課題 改善方策等 

4 地域等 
との協働 

〇 
･保護者、地域と
連携して、信頼
される学校づく
りを進める。 

 
 
 
 
 
 

① 
・学校運営協議会の
活性化を図るととも
に、PTA活動や防
災活動を通して、
地域との連携を進
める。 

 
 
 
 
 
 
 
② 
・学校説明会、中学
校への学校紹介資
料の配付、ﾎｰﾑﾍﾟー
ｼﾞ等を通して、本
校の特色を幅広く
発信し、魅力を紹
介する。 

 

①  
・学校運営協議会によって課
題や目的を共有し、改善方
法を共有する。また、PTA活
動への積極的な参加を促
す。また防災支援時事業研
修を通して、地域との共助の
意識を高める。 
・地域の要請に応じて、地域
連携事業に積極的に参加す
る。 

 
 
 
② 
・学校説明会参加希望者に本
校の魅力特色を伝える工夫
を図る。 

 
 
 
・各ｸﾞﾙｰﾌﾟにﾎｰﾑﾍﾟー ｼﾞ担当を
配置し、積極的に更新する。 

① 
・学校運営協議会によっ
て課題や目的を共有
し、改善できたか。 
・PTA活動への参加者
が、昨年度よりも増え
たか。 

 
・地域の方々が、防災研
修へ参加できたか。 

 
・地域の要請に応じて積
極的に参加できたか。 

 
② 
・学校説明会等で学校
の魅力特色を適切に
伝えられたか。 

 
 
 
・ﾎｰﾑﾍﾟー ｼﾞは常に最新
ﾃﾞー ﾀに更新されたか。 

① 
・課題や目的を共有し、改善に向け
て取り組んでいる。 
・PTA社会見学は多くの申込みが
あり、好評であった。活動への一
般会員の参加については、ﾎﾞﾗﾝﾃ
ｨｱ登録者による参加者が微増し
た。 
・地域自治会が避難設備の見学に
訪れた。防災講演会に地域から1
名の参加があった。  
・部活動や生徒会など、地域ｲﾍﾞﾝﾄ
の要請に応じて積極的に参加し、
大変好評であった。 
②  
・これまで2回の学校説明会を実施
し、664名の中学生に、本校の特
色を適切に伝えることができた。
説明会前に授業の様子や部活動
の活躍、文化祭など動画で紹介し
た。 
・常にﾃﾞー ﾀ更新に努めた。 

① 
・今後も課題や目的を共有し、
改善方法を探る。 
・PTA活動の効率化を図るとと
もに、活性化にも取り組む。 

 
 
 
・地域の災害時避難場所とし
て、防災研修等への参加を促
す。 
・今後も要請に応じて、生徒の
参加を促す。 

 
② 
・今後も、進路選択の参考にな
るように本校の特色を伝える。 

 
 
 
 
・行事毎に更新する。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
② 
・本校入学の受検倍
率の上昇（1.25倍）
は、生徒の指導や
学校広報の賜物で
ある。 
・学校広報で生徒の
顔の見える発信に
好感が持てる。 

 

① 
・課題や目的を共有し、改善に向けて努力した。 
 
・ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ登録者による校内美化活動や社会見学再
開など、一定の成果があった。 

 
 
・防災支援事業への取組により、生徒の防災意識は
高まっている様子は伺えるが、地域との連携を図る
ことはできなかった。 

 
・地域の要請に応じて、ｲﾍﾞﾝﾄ参加や小学校訪問な
ど、大変好評であった。その結果、生徒が教育委員
会より表彰を受けた。 
② 
・学校説明会を4回実施し、973名の中学生に本校
の特色を伝えることができた。生徒の参加により、さ
らに中学生に本校に興味を抱いてもらえる機会とな
った。 

 
 
・学校HPでは、これまでに比べて迅速な情報発信
や更新ができた。HPの構成についてはより一層の
工夫が必要である。 

① 
・引き続き改善に向けて、課題や目的を共有して
いく。 
・活動の活性化に向けて、引き続き一般PTA会
員へ活動の必要性を説明していく。 

 
 
・地域に向けて防災研修参加への発信を積極的
に行う。 

 
 
・要請に応じて、引き続き生徒の参加や交流を促
していく。 

 
② 
・新年度、新入学生にｱﾝｹｰﾄをとり、学校選びで
参考になった点や本校を選んだ理由などを整
理し、今後の発信に活かす。 

 
 

  
・HPでの迅速、的確な情報発信を目指す。 
 
 

５ 
学校管理 
学校運営 

① 
･安心で安全な
教育環境を確
立し、生徒一人
ひとりが「気品
と誇り」を持ち、
のびのびと学
習できる環境を
整備し、より良
い学校づくりを
推進する。 

 
 
② 
･教員の働き方
改革を推進す
るための意識
改革を図り、ﾜｰ
ｸﾗｲﾌﾊﾞﾗﾝｽを
推進する。 

 
 
③  
･職員全体で事
故防止に取り
組む。 

 
 
④ 
･学校図書館が
学校生活の
様々な場面で
活用されるよう
努める。 

① 
･職員・生徒・保護者
等が一体となって
より良い教育環境
づくりを行う。 
・効果的な換気の徹
底と基本的な感染
防止対策を講じな
がら通常の教育活
動を実施する。 

 
 
 
② 
・１日単位で10日以
上の年休が取得で
きるよう、業務調整
する。 

 
 
 
 
③ 
･服務管理をはじめ
入学者選抜、成績
処理、調査書発行
等における事故を
未然に防止する。 
④ 
･生徒一人一人の課
題を引き出し、興
味・関心に寄り添う
図書館をめざす。 

① 
･職員・生徒・保護者等が協力
して、交通安全指導や安全
点検を行うとともに、清掃活
動や校内環境整備行事を行
う。 
・換気を徹底し、手洗い等を
励行する。 

 
 
 
 
 
② 
･ｸﾞﾙｰﾌﾟ・学年単位で業務の
精選と分担を見直し、組織的
な業務改善を実施する。 

 
・次年度の業務軽減を図るた
め、引継ぎを徹底する。 

 
 
③ 
･定期的に不祥事防止会議を
実施し、啓発資料等を効果
的に活用しながら職員の当
事者意識を高める。 

 
④ 
･本校生徒のﾆｰｽﾞに合った図
書館運営を行う。 

 
 
 
・図書館に関する情報を積極
的に発信していく。 

 
 
 
 
・地域・外部との連携を進め
る。 

① 
･PTAや学校保健委員
会、厚生委員会と連携
し、校内整備を進める
ことができたか。 

 
・感染症を防ぎ、通常の
教育活動を実施できた
か。 

 
 
 
 
② 
・業務を精選・分担でき
たか。 

 
 
・1日単位での年休を全
職員が10日以上取得
できたか。 

 
③ 
･定期的な不祥事防止
会議及び不祥事防止
研修会を年間通して実
施することができた
か。 
④ 
･図書館の利用率・利用
頻度は上がったか。図
書館が関わる授業利
用が増えたか。 

 
・広報活動を、各種ﾒﾃﾞｨ
ｱを用いて継続的に行
ったか。 

 
 
 
・地域・外部との連携を
進めることができた
か。 

①  
・PTA校内美化活動を実施し、多く
のPTAﾎﾞﾗﾝﾃｨｱの参加を得た
が、生徒の参加は1名にとどまっ
た。 

 
・新型ｺﾛﾅｳｲﾙｽ感染症５類移行に
より、日常の生活に制限はなくな
ったが、換気の徹底を継続した。 
ｲﾝﾌﾙｴﾝｻﾞ流行に伴い、3日間2
ｸﾗｽを学級閉鎖としたが、適切に
課題配信等を行い、学習面や行
事等への大きな影響はなかった。 
② 
・業務内容について確認し、来年度
も７ｸﾞﾙｰﾌﾟの体制を維持する。 

 
 
・年休をはじめ休暇取得を推進して
いる。現時点で約７割の職員が延
べではあるが10日以上の年休を
取得している。 
③ 
・定期的に不祥事防止会議を実施
した。現時点で、事故不祥事の報
告はない。 

 
 
④ 
・利用率・利用頻度は前年度同様で
あった。授業利用は16時間で前
年度並みだが、様々な授業や場
面で資料を活用するができた。 

 
・HP、X（旧twitter）等を用いた広報
活動を行うことができた。 

 
 
 
 
・昨年度に引き続き、中学校２校の
職業体験を受け入れた。 

 
・地域ｲﾍﾞﾝﾄに、図書委員会の作品
の貸し出しを準備することができ
た。（都合により展示されなかっ
た） 

① 
・今後も活性化に向けて活動す
るとともに、生徒にも積極的に
呼びかける。 

 
 
・引き続き換気を徹底し、自衛を
促す。 

 
 
 
 
 
② 
・今後に向けて、ｸﾞﾙｰﾌﾟの統合
等を見通しながら、業務内容
を精選し、的確な引継ぎに留
意する。 
・引き続き年休等を計画的に取
得できるように、業務改善を遂
行する。 

 
③ 
・事故防止に向けて今後も職員
の意識を高める。 
 
 
 
④ 
・様々な層の利用者にｱﾌﾟﾛｰﾁ
できるよう、情報収集に努め
る。 

 
 
・引き続き、継続的な広報活動
に努める。 
 
 
 
 
 
 
 
・地域連携が可能な機会を逃さ
ず協力する。 

① 
・保護者としても、学
校環境の整備に協
力できた。自転車
通学をはじめとし
た交通安全指導は
喫緊の課題であ
る。 

 
 
 
 
 
② 
・業務の精選、ビル
ド＆スクラップの視
点が重要である。 

 
 
 

 
 
③ 
・事故防止の取り組
みは重要であり、
効果がみとれる。 

① 
・厚生委員会の活用はできなかった。校内美化活動
への生徒の参加は1名であった。 

 
 
 
・総数は減っているものの、新型ｺﾛﾅやｲﾝﾌﾙｴﾝｻﾞ等
の感染症による出校停止生徒が一定数いた。 

 
 
 
 
 
② 
・７ｸﾞﾙｰﾌﾟ体制は本校の学校運営上、有効に機能し
ているが、今後の職員配置の状況に鑑み、業務改
善を含めた検討が引き続き必要である。 

 
・全般的に休暇の取得状況は良好である。休暇等の
取得が少ない職員や勤務時間外の勤務が長時間
にわたる職員が少数ではあるがいる。 

 
③ 
･大きな事故や不祥事はなかった。ヒヤリハットの事
例を早めに共有することで、事故防止に努めること
ができた。 

 
 

 ④ 
・利用率・利用頻度は前年度同様で、決して高いもの
ではない。授業利用については最終的に29時間
と微増した。利用される教科や場面を増やせるよう
な工夫が必要である。 

 
・HPやX（旧Twitter）を活用して外部へ様子を伝え
るとともに、校内での広報に活用するためのＣｌａｓｓｒ
ｏｏｍやＬｉｂＦｉｎｄｅｒｸﾗｳﾄﾞを用いての効果的な発信
方法について研究していきたい。 

 
 
・中学校２校の職業体験については、引き続き受け
入れていき、できれば高校の図書委員との交流を
持てるよう、実習の工夫をしたい。 
・地域連携が可能な機会を逃さず協力できるよう、＜
まちづくりｽﾎﾟｯﾄ茅ヶ崎＞のような拠点との連携を行
う。 

① 
・来年度から、厚生委員会は美化委員会と保健委
員会に改編し、美化委員会を総務担当とし、積
極的な活用をしていく。ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱについては、
早めのｱﾅｳﾝｽを心掛け、参加を促していく。 

 
・引き続き、うがい、手洗い、換気の励行を促して
いく。 

 
 
 
 
 
② 
・総括教諭の配置や若手職員の増加を見据え、
校内組織の有効な配置の検討を進める。 

 
 
・働き方改革を引き続き推進し、業務分担の平準
化を進める必要がある。 

 
 
③ 
・事故不祥事防止研修資料等を活用し、職員意識
の醸成に努める。 

 
 
 
④ 
・まずは教員に対してｱﾌﾟﾛｰﾁを行い、授業での
活用例などを示しながら、授業連携へのﾊｰﾄﾞﾙ
を低くしていく。また、座席やﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾀｰなどの
環境を整え、準備に時間をかけずに使えるよう
な工夫をする。  
・生徒においては、どんな理由でもよいので足を
運んでもらい、本や図書館という場に慣れ親し
んでもらえるような土壌を作る。広報活動を充実
させ、こまめに情報発信できるような仕組みづく
りを行う。発信方法について、ﾁｬｯﾄ等で情報収
集をし、司書が積極的に学んでいく。 

 
 
 
・今ある地域連携事業について継続し、必要とさ
れる場面があれば対応できるよう心掛ける。 

 


